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Abstract 　Lakes 　 Nakaumi 　 and 　 Shinji　are　 maritime 　 coastal　 Iakes　 along しhe　 Sea　 of　 Japan．　 Their

origins 　and 　devqlopment 　 are 　intimately　 related しo　post　Glacial　 sea
−level　changes 　and 　they　have　been

affected 　extensively 　by　human 　activities 　since 　the　I7th　century ，　We 　have　surveyed 　the　ent 三re　areas

of　the　lakes　by　various 　methods 　of　echo
−
sounding ．　Drilling　data　in　 and 　 around 　the 　lakes　and 　more

than　twen しy　 gravity 　 cQres 　 were 　 analysed 　 sedime ロtologicaHy 　 and 　 micropaleon
・tologically．　 Organic

．

remalns 　 of　 mollusc 。　 pollen，　diatom，　 ostracod ，　 foraminifer，　 etc 、　 preserved　 in　 sediments 　 are　 very

useful　not 　onty 　fQr　correlating 　the　 strata 　but　 also 　for　recognizlng 　the　 environmental 　 changes 　of　the

lakes．　Radiometric（
14C

，
210Pb

，

13
℃ s）age 　data　are 　summarized 　and 　discussed．　These　data　have　made

it　possible　to　 iilustrate　 with 　precise　 paleogeographic　 maps 　 eight 　 stages 　 of　 lake　 development　 from
20，000yB ．P，　 to　100　yB ．P．　The　explOitation　of　iron　ores 　in　the　ChugQku　Mountains　strongly 　affected

the　 flow　 regime 　 of　 the　 Hii　 River　 and 　 the　environment 　 of　 Shinji　 Lake．　 In　 the　 middle 　 of　 the　 17th

century 　the　Hii　river 　was 　directed　towards 　the　e4st，　flowing　lnto　Shinjiしake ，　 and 　as 　a　result 　the

lake　became　Clominated　by　 a　 freshwa七er　 environment ．　 This　 change 　in　 lake　environment 　 may 　have

been　related 　to　global　coohng 　and 　the　accompanying 　fall　of　sea　leve［durtng　the　little　Ice　Age．　The

growirlg 　fan−delta　 of　 the　 Hii　 River　 prograded　 rapldly 　 eastwards ，　 formingしhe　 eastem 　 part　 of　 the

Izumo　Piain．　During　the 　last　100　years　many 　engineering 　structures 　have　been　made 　ln　 and 　around

the 　lake　 which 　have　changed 　it　 again 　to　a　brack［sh　lake、

は　 じ　め　 に

　中海と宍道湖は 面積 で み る と 日本 で ig　5 ，6 位で ，後

氷期の海面の 上 昇 に よ っ て 陸地 に 侵入 して い っ た 海が ，

そ の 後外 海 との 連絡 を 断た れ て 形成 され た海跡湖で ある

（第 1図）．中海
・
宍道湖 の お い た ちと人間との か か わ

りを 歴 史的に み る とつ ぎの よ うに な る．

約 1万年前 ：中海
・
宍道湖の 誕生 ．後氷期 の 海面上 昇 に

　　　　　　 よ っ て 中国山地 と島根半島の 問の 低地帯に

　　　　　　海が 次第 に 侵入 して い っ た ．

約50GO年前 ：縄文海進高潮期．古宍道湾 と古中海湾は 陸

　　　　　　橋 で 隔 て ら れ て い た が ，古 宍 道湾 は 斐伊川

　　　　　　に よ る埋 め 立 て が進ん で古宍道湖 が で き，

　　　　　　湖水は 中海側へ と流れ 出る よ うに な っ た ，

＊　島根大 学理学部地質学 教 Pt’J　 Departmen し of　 Geobg ン，　Faculty　 of

　 Science，　Shimane　University，　Matsue　69e，　Japan．

約2400年前 ：弥生時代 の 冷涼期．海面 が低下 し て 弓 ケ 浜

　　　　　　砂州が で き，古中海湾は 潟湖 と な っ た ．

約1200年前 ：奈良時代 の 小海進期．古宍道湖 に も中海側

　　　　　　か ら海水が 流 入 して飫宇の 入海と な っ た ．

1635ある い は 1639：出雲大洪水．それまで 西流 して い た

　　　　　　斐伊廻が 東流 し．淡水湖 とし て の 宍道湖が

　　　　　　誕生 した ．中海側で は こ の 頃 まで に 弓 ヶ 浜

　　　　　　砂洲が 完成 し．閉鎖的 環 境 が 出 現 した ．

1785：　　 佐陀川 の 開削 （〜 1832完成 ）．宍 道湖 に 海

　　　　　　水 が 流 入 す る よ うに な っ た ，

1922：　　　 斐伊川改修工 事 と大橋川 の 浚渫i．宍道湖は

　　　　　　さ らに 汽 水 化 し，現在の 姿 に 近 づ い た ．

1935 ：　　 宍道湖で 塩害，海水の 流入 が強 ま り灌概用

　　　　　　水 と して 使え な くな る ．

1939：　　 大早魃 ．宍道湖 の 淡水 化論 が興 こ り，国 へ

　　　　　　の 陳情 が な され た ，
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第 1図　中海 ・宍道湖の 位置 お よ び 干拓 ・淡 水 化 事業 の 概要 （横線部 ，干 拓 地 ：打点部，二F拓予定地 ，

ア ミ部，農業水利受益 地 （農水 省中四 国農政局中海干拓事業所 の 資料 に よ る ）
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1988

1989 ：

戦後 の 米 不足 ．農 林 省 が 中海 ・宍道湖の 干

拓 ・淡 水 化 の た め の 調 査 を 始 め た ．

農林省が中海干 拓事務所 を 開設．

干 拓 ・淡水化 の た め の 工 事開始．

農 水省が 「水 質を維持 した ま まで の 淡 水 化

が 可 能1 と の 中間報告書を 発表 ，干 拓 ・淡

水 化 の 是非 に つ い て の 議論が さ か ん とな

る ．

淡水化 工 事 ほ ぼ 完成 ．淡 水 化 の 試 行 を め

ぐ っ て 議論 が な され る ．

農水省が 干 拓 ・淡水化事業 の 休止を 発表．

事実上 の 中止 とな る．

湖沼 水 質保 全 特別 措置 法 の 指定 を うけ，浄

化対策 が 義務づ け られ る ．

　 こ の 十数年間 の 地 域 住 民 と行政 の 主 な 関心 事 は 干拓
・

淡水化 （お もに 第 1 図に 示 した 本庄工 区 の 干 陸化 と水資

源確保の た め の 他部分 の 淡水湖化）を め ぐる 問題 で あ

り，つ ま る とこ ろ は 開発 と環 竟保全 の どちらを優先 させ

るか の 問題 で あ っ た （島根大学地域分析研究会，1982）．

rF拓 ・
淡水化審業は 国内外の 経済情勢の変化 と環境意識

の 高揚 の なか で 休止 （事実上 の 中止 ）され ，両 湖は 現状

の ま ま で存続す る こ ととな っ た ．こ れ は 他 の 開発先進地

の 海跡湖 が ほ とん ど消滅 あ るい は お お きな 変號を とげ て

い る の に 比 べ る と異 例 の こ と と い っ て よ く，そ の 点 で も

両湖 の 今後 の あ りか た が広 く注 目さ れ て い る．干 拓 ・淡

水 化 を め ぐる 論議 は 主 に 水質汚濁 と漁業資源 の 問題に つ

い て な され ，こ れ らに つ い て の 調査 ・研究は か な りな さ

れ て きた ．しか し，底質や底生 生物 に つ い て は 殆 ど看過

され ，自然史的側面 は ま っ た く問 題に も され な か っ た ．

こ う した な か で 我 々 は 中 海 ・宍道湖自然史研究会を 組織

して 研究 に とりくむ こ と に な っ た ．1978年に 島根大学理

学部が 発足 し，地質学教室の 陣容が 強化 さ れた こ とか ら

可 龍に な っ た こ とで ある ．湖沼の 環 竟保 全 と有効利用 に

あた っ て は 現状把 握 と と もに 湖沼の 歴史 を 知 っ て お く必

要が ある ．前記 の 年表 に 明らか な よ うに ，環境変化 に 要

す る時間は 数千年 か ら数 百 年 ，さ ら に は 数十年 と短 く

な っ て お り，今後に 予 想 さ れ る 人為的改変は 僅か 数年 単

位 の もの とな ろ う．自然の 改変 に あた っ て は 謙虚 に 過去

の 環境変化 の 歴史に 学ぶ 必要 が ある ，『中海 ・宍道湖 の

お い た ち の なか に 現在の 状態 を位置 づ け ，未来 は ど うあ

る べ きか を さ ぐる 』 とい うの が 我 々 の 基本的 な視点で あ

る ，

　本 報 告 は 文部省科学研究費補助金 に よ る一般研究 B

（1981〜1982，代表　徳岡隆夫），同 C （1984， 代表　大

西 郁夫），同 広 領 域 A （1985〜1988，中海 ・宍 道湖の 自然

環境変化 に 関す る研究，代表　三 梨　易），同広領域 A

（1989〜 ，中海
・
宍道湖 の 環境変遷と将来予測に 関す る

研究，代表　徳 岡 隆夫） に よ る 研究 が 主 体 と な っ て い

る ．調査方法と観測機器に つ い て は 工 業技術院地質調査

所海洋地質部 お よび川 崎 地 質 株式会社 に 負 うと こ ろ が 大

きい ．成果 は 次 の 方々 との 共同研究 に よ る もの で あ る ．

安間　恵 （澗崎地質株式会社），後藤慎 二 （川 崎地質株式

会社），井内美郎 （地質調査所），鹿島　薫 （九 州 大 ・教

養），紺 田　功 （近畿大）， 松本英 二 （名古屋大
・水 圏科

学研），水野篤行 （愛媛大 ・理），中村幹雄 （島根県水産

試 験場），野 口 寧世 （前大 阪教 育大付属高），野村律夫
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第 1表　 中海 ・宍 道 湖 に お け る 音響層序 と本地 域 周 辺 の 地 層区分 と の 対比．中海は 三 梨 ほ か （1986，
　 1987），宍道湖は 三 梨 ほ か （1988）に よ る．

時代 区 分 周 　　辺　 　地　 　域 宍道 湖 音 響 記 録 の特徴 中 海 … 音響 記録 の 特鍛
　 　 　 　 璽

弓 ケ浜 音響記録の特徴

最　 上　部〔Num ） A 　　 LI Xl 〔s1｝ 透明で 白 くヌ ケ る

？ A　　2E x2 〔S2） 傾 斜 の 緩い 平 行線 模様完

新

世

中 海 層

　 S1

｛Sビ・

Sl
”
？〉

透明で 白く ヌ ケ る 透明 で 白 くヌ ケ る x3 〔S3〕 傾 斜の 急な 平 行線 膜 様上　　　部（Nu〕

中　 　 　部〔Nm ｝

下　　　部（ND

A3 ・

A4 ・

　A5 ？ 1

x4 〔S4｝ 透明で 白く ヌ ケ る

境 港 層 〔S） ？ ？　 1 ？

上部火山灰層〔Y 呂U｝ S2a 濃い 不規則な反射面 Bl 　 …渡 い 不 規則な反射面

第

　
　
　
四

　
　

　
紀

安 来 層 中部泥炭層（Yg切 S2b 濃い 平行 な模様 　　　…
B2 　 、濃 い 平行な模様
　　　i下部火山灰層（Ygi｝ S2c 不 規則な反射面

大檀島玄武岩（DB） C　 岬 か く不 規則な榠様

更

　

新

　

世

上 部砂層（Yms ｝ ？　　I
　 　 I

Y1（T 」） 水 平 な平 行 線 模 様

弓 ケ 浜層 上部泥層〔Ymu ｝ ？ B33 透明 で 白 く ヌ ケ る Y2〔T21
不 規則 な模 様を 混 え た

　　　 た平行線模様

下部砂礫層（Yml） B4 　 i弱 くやや 不 規則 ？

新第三紀

基 松江層〜布志名層

譬　　 布志名厰 び

類　　　よ り古期の 新第三 紀層

T
層状構造を示す

　　 　 濃い 反射面

D1 　 喃 状の 層状構造

『， L 。。 。． 反射面

D 縞状の層 状構造

（島根大
・
教育），瀬戸浩 二 （広 島大

・理 ），渡辺 正 巳

（川崎地質株式会社）の 各氏．ま た ，島根大学理 学部地

質学教室 の 卒業研究で は こ れ ま で に 多 くの 学生 諸 君 が 中

海
・宍 道湖 に 携わ り，貢 献 さ れ た ．島根大 学 山 陰地 域研

究総 合 セ ソ タ ー自然 環 境 部 門 の 研 究 員 の 方 々 か らは 多 く

の 協 力 を い た だ い た ．さ ら に 静岡 大学 の 池谷仙之教授 に

は 原稿を見 て い た だ き，貴重 な 御指摘 を い た だ い た ，こ

れ ら の 方 々 に 厚 く御礼申 し 上 げ ま す．

周辺地域 の 第四 系 と完新世の 古地 理変遷

　北 の 島 根 半 島 と南 の 中 国 山 地 の 間 の 低 地 帯は 西 の 出雲

平野 か ら宍 道湖，中海 を経 て 弓ケ 浜 へ と連な る ．こ の 地

帯 の 第四 系 の 研究 は富 田
・酒 井 （1937） に 始 ま る．しか

し，1960年代 ま で は 新 第 三 系 の 研 究 に 付 随 して 記 述 され

た もの に すぎず，第四 系を主題 と した 研究は 1962年 の 山

陰第四 紀研究 グル
ープの 発足 に 始 ま る （三 位，1962）．そ

の 成 果 は 山陰第四 紀研究 グ ル ープ （1969）に よ り概括的

に ま とめ られt ．1960年代の後半か ら地質調査所 に よ る

宍道湖 ・中海 の 湖底調査が 開始 され ，湖底 の 第四 系 が 解

明 されて い っ た （水野ほ か ，1972）．こ れ ら の 成果に 加 え

て ，主に 地表部の 第四 系は 大 西 （1979），地下 の 第四 系は

大西 ・松 田 （1985） に よ る ま と め が あ る ．平野部 と宍道

湖 ・中海の第四系は 下位よ り弓ケ 浜層，大根島玄武岩，

安来層，境港層 お よ び 中海層 に 区分 され る （第 1表），以

下に 大西 （1988）に もとつ い て そ れ ら の 概略 を の べ る．

弓ケ 浜層 ：湖底下 の 第 四 系 の 最下位層 で ，下部砂礫層

　 （厚 さ50m 以上 ） と上 部泥層 （厚 さ 20m 以 下 ） か らな

　 る．こ の 泥 層は 最終間氷期 の 海成 の 堆i積物 とされて い

　 る ．

大 根 島玄 武 岩 1大根島 ・江 島お よ びそ の 周辺 の 湖底に 分

　布す る．大根島 ・江 島で は な だ らか な溶岩台地をな

　 し，上 乃 木軽石 層
・
古志原軽石 層

・AT 火山 灰 層に 覆わ

　 れ る ．湖 底 で ば 弓 ケ 浜 層 を 覆 い ，安 来 層 に 覆 わ れ る ．

安来層 ：弓 ケ 浜 層 を け ず り こ ん だ浅 い 谷 を 埋め て 分布

　 し，埋 没段 丘 を形成 して い る．下 部火山灰 層 ・中部泥

　炭層 ・上 部 火 山灰 層 に わ け られ ，厚 さは IOm 以下 で あ

　 る ，下部火山灰層 は 上 乃木軽石層 に 対比 され る．

境 港 層 ：礫層
・
砂層

・
泥 層

・
泥炭層 か ら な り，厚 さ は 約

　 8m で あ る ，安来層 や 弓 ヶ 浜層 を けず りこ ん だ谷 が 中

　海東 部 に認 め られ ，そ の 谷 を 埋め た 最初 の 堆積物 で ，

　 更 新 世最 末 期 の 地 層 と推 定 され る．

中海層 ：主 に 泥層 か ら な り，中海
・
宍道湖 の 湖底下 に 広

　 く分布す る ．下部泥層
・
中部泥暦

・上 部泥層 お よび最

　 上 部層 に わ け られ ，厚 さば 40皿 以下 で ある ．上 部泥層

　の最下部付近に は角閃石 ・鉄鉱物  し そ輝石を含む

　Nl 火 山灰 層 が挟 ま れ て い る．

音 波 探査 か らみ た 湖底下 の 第 四 系

　主 と して ユ ＝ ブーム （EG ＆ G 社 製） を もち い た 音波

探査 が 行わ れた ．宍道湖で は 500m間隔 の 南北 方向の 測

線 ，中海 （米子湾 と本庄干拓予定地を除 く）で は 250m間

隔 の 北 東 一南西 測 線 ，お よび そ れ ら とほ ぼ直交す る い く

つ か の 測線 で な され た （第 2 図），こ れ ら の 調 査結果 は

三 梨 ほか （1986，1987．1988）と後藤塗まか （1988，1989）で
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松 江

宍　　　道　　 湖

中 海

0　　　　　　　　　 5　　　　　　　　　 TOkm
− 一

第 2 図　音波探査測 線 （ア トラ ス デ ン 20お よび ユ ニ ブーム に よ る，一部で サ イ ドス キ ャ ソ ソ ナ
ー

を 使用

　 ：詳 し くは 三 梨
・
徳岡，1988を 参照 ：太い 実線 は第 3 図 の 測 線）

　 詳 し く報告 さ れ て い る ．第 1衷 に 示 した 音響層序区 分 は

　 後述す る 湖底下の ボー
リ ソ グ資料 との 比較 の 上 で な され

　た もの で ある ．完新統中海層が 厚 く堆積す る 両湖の中央

　部付近 で は 音波散乱層が 広 く分布す る が ，そ れ 以 外で は

　 湖 底 下 30〜 50m に わ た る 良 好 な 反 射 記 録 が 得 ら れ て い

　 る．これ らの記録は 三梨 ・徳岡 （1988）に ま とめ られ て い

　 る
’
一両湖 に お け る代裘的な音響記録を ag　3図に 示す ．

’
弓 ヶ 浜 層 ：中海の 中 ・西 部 と弓 ヶ 浜 の 中 ・北 部西 岸に 分

　　 布す る ，下部砂礫層 は 中海の 中 ・西 部 の み に ，上 部泥

　　 層 は 両域に 分布す る．上部砂層 は 弓 ヶ 浜中 ・北部西岸

　　 の み に 分布 す る．

　 大根島玄武岩 ：大根島 の 南岸 か ら 東岸 に か け て 分布す

　 　 る ，

　安来層 ：中海 の 北 東 部 と中
・西 部，お よび 宍 道湖 の 東部

　　 と西 部北岸 に分布す る．音響的特徴 か ら 3層 に 区分さ

　　れ ，そ れ ぞれ 下 部 火 山 灰 層、中部泥 炭 層 ，上 部火山 灰

　　 層 に あた る と推定 され る，

　 境港層 ：中海層が 厚 く堆積 して い る とこ ろで は そ の 下位

　　 に 境港層 が 存在す る こ とが 予 想 され るが ，音波散乱層

　　 の存在 の た め に判定で きな い ．ボーリソ グ資料 で は 宍

　　 道湖中央部 に 小規模に 分布す る こ とが わ か っ て い る．

　 中海層 ：中海と宍道湖の ほ ぼ全域に わた っ て 厚 く分布ず

　　 る．音響的特徴 か ら 2〜 4層 に 区 分され る ．

縄文海進前の 古地形 の 復元

　完薪統中海層 の 基底面 は 基本的に ば 縄文海進以前 の 陸

上 浸食をうけ た 古地形 を表わ して い る とみ な され る ．音

波探査記録 の 解析 に よ っ て 得 られ た 中海層 の 基底面高度

分布は 後藤 ほ か （1988）で ま とめ られ た （第 4 図）．図 中

に は湖底下 ボーリ ソ グ資料 に よ る 中海層 の 基底 の 深度 も

合わ せ て 示され て い る ．中海層 の 基底面高度は 宍道湖 に

お い て は 東部 で
一10数 m ，西部 へ 向 っ て一30m程度 と深

くな る ．中海 で は 南西部で 浅 く
一 10数 m ，北東部へ しだ

い に 深 くな り一3Gm に 達す る ．出 雲平野 お よび 弓 ガ 浜 に

お ける ボー
リ ン グ資料と周辺山地の 河川系を考慮して ，

縄文海進以前 の 古地形 の復元 を 試 み た ，平 野 部 に つ い て

は 大 西 ・松 田 （1985） に よる もの を 参照 し た ．中国山地

と島根半島に は さ まれ た 低地帯に は 西 の 大社湾，東 の 美

保湾 へ と注 ぐ 2 つ の 河川系が存在 し，そ の 地形景観は第

5図 の よ うに 描 か れ る ．

ボ ーリン グ 資料 か らみ た 兜新統 の 層序 と環境変遷

　湖底下 の 第四 系 に つ い て は建設 省計画 局ほ か （1967）

お よび 水野 ほ か （1972）の 報告があ り ，

L℃ 年代 に つ い て

は 水 野ほ か （1976）の ま とめ がある．ま た ，最近 ま で の 諸

資料に つ い て は 島根 県地 質 図 説 明 書 編 集 委 員 会 （1985）

や 三 梨 ・徳岡 （1988） で ま とめ られ て い る．これ らに も

とつ い て 以 下 に そ の 概 略 を の べ る．ボ
ー

リ ン グ 資料 お よ

び 前述 した 音波探査資料 を参考に して 作成 した 宍道湖 お

よ び 中海地域の 模式的な地質断面を 第 6図に 示 す ．

　中海層 （Nm ） の 基底を み る と．宍道湖 で は 松江東部

か ら 出雲平野に 向か っ て ほ憾東西 に 谷 が の びて い る．中

海で は ほ ぼ飯梨川の 延長に 大きな 谷があ り，そ の 支谷も

認め られ る （第 5図）．大 きな谷 の 両側 に は ，2段 の 埋没

段 丘 が ある ．下 位 の 段 丘 は 弓 ヶ 浜層 （Ym ） が 構成す る

一20〜− 25m の 平 坦 面 で ，中海 で は 安来層 （Yg ）に お お

わ れ る が ，宍道湖 で は 西 部の み に 分布 し．中海層 （Nm ）

に お お わ れ て い る，上 位 の 段 丘 は 安来層 （Yg ）で 構成 さ

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologloal 　Soolety 　of 　Japan

中海
・
宍道湖 の 地史と環境変化 19

飃
騨

 
e

凵 ●
Z

88

》

9
漢 ≧

eff

の o

e
騰
賑
騨

掴
e

　 o

詈◎

●
 

●

o

●

o

●

o

●

◎

o

●

　 　 o

嶼 ≧
ff の o

Z 羣め

　

　

皀
OP

　

　
　

Oマ

　

　
　

黛阿

　

　
　

ON

　

　
　

（
二

纛
　
O

運

咤
溢

　
　
　
　
　
　
　
　
ω

e
蟷

飃
騨

壁
e
震
姻
巛

。 　 e 　 。 　 。 　 9

量
め

N

 

o

膃

聯

櫛
e

z

｛｛〈ω

第 3図　中海 ・宍 道 湖 に お け る代表 的 な 音 波 探 査 記 録 とそ の 解釈 （測線位置 は 第 2 図，記号 は 第 1表を 参照 ）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologioal 　Sooiety 　of 　Japan

20 徳岡隆夫 ・大西郁夫
・高安克已 ・三 梨　昂

o

ぐ
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第 4 図　音波探査 お よび ボ
ー

リ ソ グ資料 か ら明 ら か に された 完新統 中海 層 の 基底面鬲度分布 （上 ：宍道

湖 ， 下　中海）
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の o 〕 ＝<TAB><TAB>∈ XOF 第6 図 　 中 海・ 宍 道 湖 の 模 式 的な 地 質 断 面 （ 宍 道 湖 で は 東 西 ， 中海 か ら 弓

浜にかけ ては 南 西 一北 東 の 断 　面

ボ ー リング 位 置 は 第 9 図 参照 ） 　a，現在 の 地 表 お よび 湖底 ；b ． 1960 年 代 の湖底 ； c ， 泥 ：d ， 砂

e ， 礫 ； f ， 火 山 灰； g ， 新第 三 　系； h ， 有 孔 虫 多産 層 準 （ r ： 湾中 央 〜 や や奥 の 群集 ． s ： r と t

中間 型 群 集 ， 　t ： 湾 口〜 湾 中 央 の 　 群 集） ； i， 花 粉帯 ・ 亜 帯 に基づ く 過 去 の 湖底 面 （ 単 位 千年 前

；j ．地 層の 境 界 （ 整合 ）；k ． 地 層 　 の境界 （不整
合 ） ； m ．】 ℃ 年 代（単位千 年前 ） ； Ns ， 中 海層（

優勢）　；Nm ．中 海層（ 泥優 勢） 　 ； 　 Ng ． 中 海層（ 礫優 勢 ） ； S ， 境港 層 ： Y
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B　 約11，000年前 （更新世最末期）

引゚、
气

鑒 海 域

憲 鬢汽水域

驪 淡鹹

’’’”……
現地形

第 7 図 （1） 中海
・宍 道湖 を 中心 と した 古地理 の 変遷
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C　約7，000年前 （縄文時代早期）

争
丶

k

D　約 5，000年前 （縄文時代前期末）

ρノ

E　 約 2．400年前 （弥生時代）

rg　7図（2） 中海
・
宍道湖 を中心 と した古 地 理 の 変遷
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F 　約 1，200｛11前 （奈良時代）

G　 約 300年前 （江 戸 時代）

H 　 約100年前 （明治時代）

第 7図く3） 中海 ・宍道湖 を 中心 と した 古地理の 変遷
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　 れ る一12〜− 15m の 平 坦 面 で ，中海層 （Nm ） に お お わ

　 れ て い る．

　　宍 道湖 で は 4本 の ボ ーリ ソ グ コ ア の 花粉分析 が 行 わ

　れ ，花粉帯 ・亜 帯に よる U ，oooeg以降の 地層の 対比が可

　 能 で あ る （大 西 ほ か ．1990）．第 6 図 で は 11，000年 以 降 の

　湖底面 を千年単位で表した ，い ずれ の時代に も，宍道湖

　 の 湖底面 は東 か ら西 に 向か っ て 深 くな っ て い た こ と が わ

　か る．5，000〜 8，500年前 に み られ る有 孔 虫 群 集 は，西 方

　 の HB2 や SBI で は 湾 口 〜湾中央 部 ， 東 方の SB2 で は

　湾中央〜や や 奥，宍道湖中央部の BP1 で は そ れ ら の 中

　問型 を示 す．こ れ ら の 事実 か ら，こ の 時代に は 現在 の 大

　社湾か ら松江付近まで の び る古宍道湾 が 存在 した が，そ

　 の 後，斐伊川 に よ る 壥積 が 進ん で 湾 の 西方が 閉ざさ れた

　 と推定 され る （紺 田 ・水 野，1987 ；前本 ほ か ．1989）．

　 5，000年前以降 に は 宍道湖に お い て は 有孔虫 が 多産す る

　層準 が み られ な い こ とか ら，古宍道湾 の 消失 は 5．000年

　前 ご ろ と考え られ ，そ の 後 は 大社湾 と は つ な が る こ とは

　なか っ た と推定され る．した が っ て ，こ れまで 考 え られ

　て い た 大 社湾か ら美保湾に 抜け る宍道水 道 （島根県 地質

　図説明書編集委員会．1985）は 存在 しな か っ た こ とに な

　 る．しか し，BP1 で は 4，eOO年前 ご ろに 海生の 珪藻 が 出

　現す る （山本 ， 1990） こ とか ら，中海側か ら大橋川 を へ

　 て 宍道湖 へ の 海水 の 流 入 が 始 ま っ た と考 え られ る．
・
　 堆積速度に つ い て み る と，宍道湖 で は 9，000〜5，000年

　前 に は 西 方ほ ど堆積速度 は 大きく，5，000年前 ご ろ を 境

　 に 中央部で やや大きな堆積速度をもつ よ うに なる ．こ れ

　 は 古宍道湾が斐伊川か ら供給され る 土砂に よ っ て 埋積さ

　れ て古宍道湖が 出現 した が ，斐伊川 は 西 流 して 大社湾に

　流 入 して い て ，5，0000年前以降は 古宍道湖に は 砕屑物を

　 もた らさなか っ た た め と考えられ る．し か し 500年前以

　後 に つ い て 全体 と して み る と，河 口 の デル タ を構成す る

　砂優勢部は 当然 と して も，泥優勢部で も西 方 ほ ど堆積速

　度が 大きい 、 斐俳川 が東流 して か らは そ の もた らす砕屑

　物の うち 砂質物質は 河 ロ デ ル タ で 堆積 し，泥質物質は 宍

　道湖中央部 ま で の 間で 堆積 した こ とが わ か る ．

古地理 の 変遷

　更新世後期後半 か ら奈良時代に 至 る 古地 理 の 変遷を第

7図 A 〜F に 示 す．また ，約300年前 （江 戸 時代） と100

年前 （明 治 時代 ） の 古地 理 を第 7 図 G と H と して あわ せ

て 示 して お く．

A ，約 2 万 年前 （更新世後期後半）

　海面 は い ま よ り80m も低 い と こ ろに あ っ た ．島根半島

部か ら隠岐 に 至 る まで は 陸続 きで ，隠岐半島が 存在 して

い た ．現在 ，隠岐海 峡 に は 水 深 80m 前 後 の 平 坦 面 が 拡

が っ て い る の で，ウ ル ム 氷期最盛期 の 海退 は一80m前後

に 達 し た と さ れ て い る （大嶋，工980），河川 の 流 路 は 第 5

図 か らの 推定 で ある ．西 流す る古宍道川 と東流す る意宇

川が推定 され，それらの 分水嶺 は 現在 の 大橋川の 塩楯島

の あ た りに あ っ た ．

B ，約11，000年前 （更新世最末期）

　海面 は 次第に 上昇 して 境港付近 に まで 達す る よ うに

な っ た ．同様 に 大社湾の 付近 に も達 し て い た と推定 され

る．宍道湖 の あた りに は 小 さな淡水域 が 存在 して い た ．河

川系 は 上 記 の 時代 と大差は な か っ た で あろ う．境港 で は

ボー
リ ン グに よ っ て

一40皿 に 海生珪藻を含む境港層 が知

られ て い る，宍道湖で は ボー
リ ン グに よ っ て 一28〜30m

に 陸成層 か らな る 境港層が 知 られ て い る．これ ら の こ と

か ら一35m 前後の と こ ろ に 汀線が あ っ た と推定 した．ま

た こ の 時代 の 汀線 は一
般 に こ の 高度に 推定 されて い る ．

C ．約 7，000年前 （縄文時代早期）

　海 進 が さ ら に 進 み ，大社湾 か ら松 江 に の び る 古宍道湾

や 古中海湾が で きた ，古宍道湾の存在 は ボ ーリン グ試料

の 分 析 か ら湾奥部 や 湾央部 に 生息す る 有孔虫群集 が産出

す る こ とか らも裏付け され る ，また ，同層準の 有孔虫群

集 の 産 出深度 が西 へ 深 くなづ て い るこ とか ら当時 の 海湾

が西 に 向っ て 深 くな っ て い た こ とが 知られ る．宍道湖の

沿岸水域 で は 湖心部へ 向っ て ゆ る く傾斜す る埋没 した 浸

食 平 坦 面 が水 深 5m の あ た りに 認 め ら れ る ，こ の 面 は 縄

文海進高潮期 の 海面停滞時 に 形成 され た と考 え られ る の

で ，そ れ よ り深 い と こ ろ に 汀線 が あ っ た と推定 さ れ る ．

D ，約5，000年前 （縄文時代萠期末）

　斐伊川か らの 土砂の 供給 に よ っ て 古宍道湾 の 中央部が

埋め 立 て られ，東西 2 つ の 水域に 分か れた．東 の 水域は

出雲平野東部か ら松江 ま で 延び る 淡水湖 （古宍道湖） と

な り，や が て 水 位 の 上 昇 に と も な っ て 大橋川 が 形成 さ

れ ，古中海湾 へ と排水す る よ うに な っ た ．西 の 水域は 神
’

門水海 の 原形で ある 出雲平野西部に 拡 が る 内湾 とな り，

そ こ に は 斐伊用 と神戸川が 流 入 して い た ．宍道湖底 の

5，000年前以降 の 堆積層に は 有孔虫が 産 出 し ない の で ．

こ の 時以降海 との 連絡が 断た れ ，ま た ．堆積速度 の 変化

か ら斐伊川 の 影響が殆どな くな っ た こ とが わ か る．古宍

道 湖 の 出現は 5，000〜 4，000年前に 起 こ っ た 「縄文中期 の

小海退」 （太 田 ほ か ，1982） と関係す る可能性 もあ るが ，

年代的に み る と，それ よ りや や先行しg し｝る．・当時の 汀

線 は前述 の 傾斜 した侵食平坦 面 の ど こ か に 位置 して い た

こ とに な るが ，こ こ で は ほ ぼ現在 に 近 い 位置 と して 描 い

た ．中海湾側で は現在 の 弓 ヶ 浜 の 西 縁を 中軸 に して ，水

底 で は 砂 州が 形成 され た ．

爭

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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第 8図　中海 ・宍道湖に お け る柱状採泥地点 （黒丸） お よび 周 辺地域を含め た ボ ーリン グ地点 （菱形）

　　　　詳 し くは 三 梨 ・徳岡 （1988）等を 参照．

E ，約2，400年 前 （弥 生 時 代 ）

　 「弥生 の小海退」（古川 ， 1972）に よ り弓ケ浜砂州が出

現 して 古中海湾 は 潟湖 とな っ た ．神門水海は 斐伊川 と神

戸 川 に よ っ て 埋 め 立 て られ ，神 西 湖付近 に 汽水域 を 残す

の み と な っ た ．大 きな 流入 河用の な い 古宍道湖 で は ほ と

ん ど変化が な か っ た ．

F ，約 1，200年前 （奈良時代）

　海面 が や や 高 くな り，米子付近か ら海が 侵入 して 中海

は 再 び 湾 へ と戻 り，飫宇 の 入 海 （島根大学 地 域分 析研究

会，1982） とな っ た ．中海 の 中心 部 か ら米子湾に か け て

の 底質柱状試料 の 貝
・
介形虫 ・珪藻等の検討結果 （後

述）か ら ， 約 1，
000fii前 の 層準 で 中海中心部 か ら米子湾

に む け て 鰄度が あが る こ とか ら 弓 ヶ 浜 の つ けね が 海に 開

き，海 水 が 流 入 して い た こ とが わ か る．地質学的に 復元

され た こ の 時代 の 古地理は 出雲国風 土 記 の 記述 と も合致

す る ．最近 日本各地 で 1．OOO〜1、200年前 の 小海進が 報告

さ れ て い る が （太 田 ほ か ，1990），風土 記時代 に は こ の 小

海進が 始 ま っ て い た もの と推 定 され る．

奈良時代以降 の 環境変遷

　中海
・
宍道湖 自然史研究会 （1982） は 宍道湖 の 4 地

点，中海 の 2 地点 で 重力式柱状採泥器 （内径5．5c皿）を 用

い て 1m ま で の 採泥 を 行 な い ，堆積物 の 軟 X 線写真，粒

度組成 、鉱物 組成，粘土 鉱物組成 お よ び 介形虫 ，有孔

虫，珪 藻 ，花 粉等に つ い て 予 察 的 な検 討を 行 っ た ．そ の

結果．湖底下 1m 未満 の 試 料 に 数百年か ら千 年 程 度 の 環

境の 変遷が よ く記録 され ， 史実との 対応が可能である こ

とが わか っ た ．そ の 後 さ らに 多 くの 地点 で 柱状採泥 を 行

い （第 8 図 ），2．5cm，ある い は 5   問隔 で 分 割 し，各 種

の 検討を 行 っ た ．それ ら の 結果を総合 して 環境変遷 と史

実との 対応 を試 み た （第 9図 ）．

　宍 道湖 で ば下 位 よ り海 → 淡 水 → 汽水 へ と環 境 が変 化 し

て い っ た こ とが 明 らか で あ る ．淡水化 の 始 ま Dは 西 流 し

て 大社湾 に 注 い で い た 斐伊川 が 西 か ら東へ と流 れ を 変 え

た 時期 とほ ぼ一致 して い る ，そ の 後 し だ い に 汽水化 し て

い っ た の は江 戸時代末期以降の佐陀）1［の開削や 大橋川 の

浚渫に 関連 して い る と推定 され る ．な お，後述す る年代

測定 （
tlOPb

や
13
℃ s に よ る ）の 結果もこ れらの 推定を裏付

けて い る ，

　中海 で は 宍道湖 に比べ て 環境変化が 複雑 で あ る．環境

に 対す る各 生物 の 特性の違い や 推定年代 の 問題等があ

り，導 きだ され た古 環境が 必 らず しも一致 して い る とは

隈 らない が ，お よ そ次の よ うな変遷が 読 み 取れ る （高安

ほ か ，1989，1990）．米子湾 で は 西 暦 IOOO年代の 後半 まで

底層 水 の 交 換 が比 較的 良 くな され て い た が 、そ の 後 1600

年頃 ま で は底層水 の 交換が 比較的よい 時期に狭ま れ て 淡

水 の 流入 が強 か っ た 時期 が 認め ら れ る ．こ の こ とは 1600

年頃 ま で 弓ケ 浜 半島の 頸 部 に 美保 湾 と通 じる 水道 が 断 続

的に 形成 され て い た 可能性を 示 唆 して い る．1600年以 降

は 閉鎖的な環境が 急速 に 進行 し，1800年代後半 か ら底生

N 工工
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生 物 が殆 ん ど生 息出 来 な い ほ ど劣悪 な 環獎と な っ た ．中

海南部 の 飯梨川河 口 付近 で は 1600年 以 前で も顕著 な 海水

の 影響 は 認め られ ず．現 在 の 中海 湖 心 部の よ う．な 閉鎖的

環 境 と中海 東 部 の よ うな海 水 の 侵 入 に よ り底層水 の 交襖

がわ ず か に 行わ れ る 環境が 交互 に 出 現 し て い る ．こ の 付

近は比較的大きな 河川 で ある飯梨川や 伯太川 の 流出部に

あ た る こ とか ら，淡水 の 影 響 が 強い もの と考 え られ る ．

中海南西 部は 大橋川 の 流入 域 に あた り，本庄 工 区 の 堰堤

工 事以前は 境水道か ら反時計 まわ りに 海水 が 湖心部は 侵

入 して くる 水域 で もあ っ た ．1400年頃に は こ の よ うな 経

路で 侵入 し て くる 海水 に よ り，現在 の 境水 道に お け る よ

うな底層水 の 交換 の 良い 環境が 存在 して い た と推定 され

る ．そ の 後 ．低鍼汽水 化 の 方向に む か い ，1700年代後半

か ら1900年代初 め に か け て や や 鹹度 が上 が り，底 層 水 の

交換 もよ くな るが ，1900年代後半か ら急速に 閉鎖的環境

へ と変化 して い っ た こ とが わ か る．

現在 の 湖底環境

　中海 ・宍道湖 自然史研究会 は両湖の 湖底地形，底質 ，

底 生 生物 ，底層水 の 調 査を 行 な っ て きた （中海 ・宍 道湖

自然史研究会，1983，1984，1985，1987な ど）．そ れ らの

結果は 三 梨
・
徳岡 （1988） に ま とめ られ て い る ．そ れ ら

の うち か ら主 な 事項 に つ い て 紹介す る．な お ，湖底環境

に つ い て は 他 に 水野ほ か （1966．1969），小 野 ・小 野 寺

（1976，19了7），近藤 ほ か （1986），正 岡 ・水野 （1989），

橋谷 ほ か （1990） な どの 報告が あ る，

湖底地形

　 サ イ ドス キ ャ ン ソ ナ ー （EG ＆ G 社製）お よ び ア ト ラ

ス デ ソ 20 （ク ル ッ プ社製） に よ る探査 （第 3図）か ら，

宍道湖で は 水深 3m ま で に 最大幅700m ま で の 湖棚 が 広

く発達 し．狭 い 湖棚斜面を 経 て水 深4．5〜5．5m の 湖底平

原 が拡 が っ て い る ．斐伊 川 の 河 口 部 に は 湖 底 三 角 州 が 3

km 沖合 い ま で確認 され る ．湖の 西縁部 で は浚渫に よる

地形 の 改変が な され て い る ．1962− 63年 に 測 量 され た 国

土 地 理 院 に よ る 王万 分 の 工湖 沼 図 と比 較 す る と，等 深 線

の 概形に 大 き な差 異 は な い が，そ の 位置が変化 して い る

（第 1G図）．5m 以深の 部分 は 全体 とて 縮小 して い る ．ま

た ，5m 以 浅 の 等 深 線 が 湖西 部で は 全体 と し て 約 700m

東 に ずれ て い る ．こ れ らの こ とは 湖西部で こ の 25年間に

約 3Gcmの 埋積があ っ た こ とを示 して い る ．こ の 値 は 後述

す る Cs 年代 に よ る 堆積速度 の 推定と も矛盾 しな い ．中

海 で は 大橋川 河 口 か ら北東 の 弓ケ 浜半島に む け て 地形は

徐 々 に 深 くな り，米子空港沖で は水 深 7，5m を 越 え る ，

こ れ よ り北東 の 空港側で 急激に 浅 くな り，弓ケ 浜砂州 へ

続 く．米子空港沖以外 の と こ ろ で は 浚渫に よ る 地 形 の 改

変が と くに 進 ん で い る．飯 梨川 河 口 で は 約 1km 沖合 い

ま で 湖底 三 角州が確認 され る．1962− 63年 に 測量された

国土地理 院に よ る 1 万 分 の 1湖沼図 と比較す る と，浚渫

場所 以 外は 等深 線 の 概形 に 大きな差異 は ない が ，それ ぞ

れ の 等深線の 位置 は 200〜400m 東 へ ずれ て い る （第 10

図）．こ の こ とは 過去25年間に 湖底 が ほ ぼ
一

様 に 6 〜 12

c田浅 くな っ た こ とを 示 唆す る ．こ の 値 は 後述す る Cs 年

代 か ら推定 され る堆積速度 と もほ ぼ
一

致す る 、こ の こ と

か ら中海で は 宍 道湖 に 比 べ て 1／3程度 の 少な い 埋積量 で

ある こ と がわ か る．

底質
・
底生 生 物

・底層水

　 工 ク マ ン バ ー
ジ 採泥 器 （

一
部 ス ミス

ー
マ ヅ キ γ タ イ ヤ

グ ラ ブ サ ン プ ラ
ー
） を 用 い て の 採泥 とバ ン ドン 採 水 器 に

よる底層水の 採取を宍道湖248地点，中海 27地 点 （お よ

び 比 較 の た め に 境 水 道 5 ，美保 湾 2地 点） で 行 っ た （第

一

　　　　　　　　　　　第10図　中海
・宍 道 湖 の 湖底地形 とそ の 変化

点線は 国土 地 理 院 1万 分 の 1湖 沼 図 「中海 」，同 「宍道湖」 （1962− 1963測量
・
発行）に よる等深線，実

線は 中海 ・宍道湖 自然史研究会 に よ っ て 1985〜1987年 に 測定 され た デー
タ に も とつ く等深線．
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第 11図

＝ ＝ 　：　i “ ＝　ur

中海 ・宍道湖 に お け る 採泥
・
採水地 点

第 12図　宍道湖の ヤ マ ト シ ジ ミ の 分布 とそ の 生 息密

　度 （中海 ・宍道湖自然史研究会，1985）

　 　 　 　 　 　 t オ＝a リカ● Looo 以 上 　　　● 100 −gyg 　　●99 只
．
卜

第ユ3図 　宍道湖 の 底質表層中 の 有孔虫 Arnmonia

　beccarii と ユ ス リ カ の 分 布 （中海 ・宍道湖自然史

　研究会 ，
1985 ；ユ ス リ カ の 資料 は 糟谷 ，

ユ984に よ

　 る）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

11図）．そ れ らの 結果 の 概略を紹介す る．

　宍 道湖 の 湖棚 に は 粗粒〜中粒砂が 分 布 し ，湖底 斜 面 か

ら湖 底 平 原 部 へ と次第 に 粒度 を 減 じ，平原 部は シ ル ト〜

粘土 か らな る ．シ ル ト〜粘土 の 大部分は 径 0．5〜 工rm の

ペ レ ヅ トと して 存在 して い る ．強熱減量 を 求め る と．湖

棚 で は 10％ 以 下 と低 く、湖底平原部 で は 10〜20％ とな

る．有機物 量 の 分布は 地形 お よび 粒度組成 と よ く対応 し

て い る，ヤ マ トシ ジ ミ は 水 深 2m 以浅の 砂地 に 多 く，多

い 所 で は 1   あた り4000個 （径 0，5mm以 上 の 個体数） 以

上生息 て い る が ，4m 以深 の 湖底平原の 泥底 に は 生息 し

て い ない （第 12図）．有孔虫 の 分 布は ．中海 の 水 塊 の 侵入

の 程度 を反 映 して お り，東 部 で は 中海 の 群集 を 代袤す る

Ammonia 　beccariiが集中的に 分布 して い る （第 13図

上 ）．湖底平原 の 泥底 に は ユ ス リ カ が 優 占的 に 分布す る

』

が ，湖底中心 部で は や や 少 な く，湖西 部 で は tttt ス リ

カ ，湖東部で は ヤ ハズ ユ ス リ カ が 卓越す る （第 13図 下 ）．

底層水 の 溶存酸素量 お よ び塩 分 濃度 の 分 布 の パ タ
ーン は

似た 傾向を示 し，湖底地形 に 規制 されて い る．溶存酸素

は 4．5m 以深で 殆 ど 0に 近 く，ま た塩分濃度 は 約 7 ％似

上 で ある ．こ の こ とは 汽水湖 の 特徴で ある 淡水 下 に 塩水

が 侵入 した 二 層構造を な して い る こ と，ま た 湖底部 は無

酸素状態 に ある こ とを 示 して い る．な お，よ く知 られ て

い る よ うに 冬期に は こ の よ うな 二 層構造 と無酸素 の 状態

は 解消 され る （中海
・
宍道湖 自然史研究会 ，1985），

　 中海 で は 飯梨川 の 河 口 部，弓 ケ 浜半島沿岸部お よ び 境

水道を除 い て 、含砂率 が 10％以下 の 細粒堆積物 が 卓越

し，宍道湖底の 堆積物 よ り
一

般に 細粒で あ る （宍道湖 ：

粘土質 シ ル ト，中海 1シ ル ト質粘土 ）．水質 と湖底堆積

物 は 中浦水門を 境 と して大 き く異 な る ．す な わ ち，湖底

堆積物 の 有機炭素量は 中海 で 3 ％前後 ，境水道で は 1％

筋 後 で あ る ．C／N 比 ば 中 海 で 7．5〜 8．5，境 水 道 か ら 美
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保湾 に か け て は 9〜12の 値を示 す ．中海の 水塊は 宍道湖

と同様に 夏期 に は 明瞭な 二 層購造を な す，上層 で は 塩分

濃度 5 〜10％o，水 温24〜26℃ ，溶存酸素 量 8 〜10ml／2

で あ る の に 対 し，下層 で は そ れ ぞ れ 20 〜 25％o，21〜23

℃ ，O．5〜2　ml ／a で あ る ．上 層の 温 度 と溶存酸素量 は箋

水道 で も中海 水 域 と ほ ぼ 同 じで あ る が ，嵬分濃度 は 箋水

道域 で 徐 々 に あが り，美保湾に 入 る と急 に 高 くな る ．下

層 で は 塩分濃度 と水温 が 中海と境水道 で 殆 ど変化 しな い

が ，溶存酸素量 は 境水道 で は 4 〜8．ml ／2 と 上 昇す る．

こ の よ うな 水質 ・底質環境 に 支配 され て 貝，介形虫，有

孔 虫等 の 底生生物 の 分布 も中浦水 門付近を境に して 明瞭

な 差 が 認め ら れ る ．す なわ ち ，どの 生物種 も，箋水道域

で は種 の 多様度 が 高 く，個体数 も多い 群集か らな る が ，

中海水域 で は 種数が 限定 され る．ま た ，中海水域 の 東半

部す な わ ち 中浦水 門か ら海水 の 侵 入 路に あた る と こ ろ で

は個体数 が 多い 特定の 種で 占め られ る 傾向が ある が ．湖
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第14図　中海 の 代表的な有孔虫 Animonia　beccarii（左）と Trochammina 　hadai（右）の 分 布．（両者 は 量的 に

　相 反 す る産状を 示す）．
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☆ ：チ ゴ ト リガ イ ーホ ト トギ ス ガ イ群集 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 x ：Bicentucンthere 　bisanensis
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ーホ ト トギ ス ガ イ （アサ リ）群集 　　　　　　　　　　一Callis．tecythere α 履 α

一Spiniteberis　aeuPunetata 群fi

△ ： ホ トトギ ス ガ イ 群 集　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　● ：Bieernucythere　bisanensis− Pentocンthere

▲ ： シ ズ ク ガイ群 集 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 subjaPonica
− Loxoconcha 　oPtima 群集

＊ ：そ の 他 　　　　　　　　　　　　　　　　　　★ ：Loxoconeha　aff・sinensis

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 −Bicorn”cythere 　bisanensis群 粲

　　　　　　　　　 第15図　中海 ・境水 道 に お け る貝 類群集（左）と介 形 虫群 集（右）の 分布
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第16図　中海
・宍道湖に お け る柱状採泥試料 の 放射年代測定か らみ た 堆積速度

　　　　
21° Pb 法 （上段），　

IST
　Cs 法 （下段）に よ る堆積速度 （gr／cma ／y）

心 や 米子 湾奥 で は個体数 も少な く，殆 ど生物 の生息に適

さな い 環境 とな っ て い る．有孔虫群集 に つ い て さ らに 詳

細に み る と．t と えぱ中海 の 群集を代表す る Ammonia

beccariiと Troc乃anzmina 　hadai の 2種は後者 は量 的に

湖心部 に 多 く．前者は よ り淡水 の 影響 を 受けや す い 南岸

部に 集中す る 傾向が み られ る （第14図）．貝類群集 に つ

い て は ，中浦水門を 通 じて 海水 の 流 入 経路に あた る と考

えられ る 中海東部と大橋川 か ら淡水 が 流入 す る 中海西部

とで は 大きく異な る 群集 が み られ る （第 15図 ）．介形虫

に つ い て は 中海東部か ら湖心部 の 群集と米子湾や 大橋川

口 付近 の 群集 の 構成種 に 違 い が み られ る （第 15図）．以

上 の よ うな 生物群集の 構造お よ び構成種 の 検討 を 基礎に

過去 の 詳細な環境を推定す る作業 が進み つ つ ある （高安

ほ か ，1989，1990 ；瀬戸 ほ か ，1990）．

210Pb ・13
℃ s 年 代 測 定 と埋 積 量

　
2］OPb

お よび
13TCs

を 用 い た 年代測 定法 で は 過去数十年

か ら百数十年間 の堆積速度が算出 され る．中海 ・宍道湖

自然史研究会に よ る一
連の 調査 に 基づ き松本英二 らに よ

る 測定 が な され て い る （MATsuMoTO ，1975，1987；三 梨

・徳岡，1988），こ れ ら を ま とめ て 第ユ6図に 示す ．宍道湖

に お け る堆 積速 度 は 西 方 で よ りお お きい ．中海 で は 地 点

間で お お きなちが い は 認め られ な い 。両 湖 を 比較す る

と．中海 で は 宍道湖の 1／2〜1／3の 堆積速度で ある．これ

らの こ とは 主 に 斐伊川水系 か ら供給 され る 砕屑物 の か な

りの 部分が 宍 道湖で 堆積し，残 りが 中海に ま で 運 び だ さ

れ て そ の
一

部が 堆積して い る こ とを示 して い る．

　
：1°Pb，　

tS
℃ s 法お よ び 測深 デ ータ に よ る宍 道湖 中 央部 で

の 埋積量 の 比較をつ ぎに しめ す．
2toPb

法　0．089〜O．工65gr／cm2 ／y 過去200年 間 の 平 均値

13℃ s 法 0．074〜O．171gr／crt12／y 　 1963年 以降 の 平均値

測 深 法 　O．14gr／cm2 ／y 　1963年 お よび 1987年 の 測 深

　　　　データ の 比較か らみ た湖底平原部で の 平均値

　 こ れ らの 異 な っ た 3 つ の 方法で 得られ temaの 間に は 良

い
一

致が あ る とい っ て よい ．

　つ ぎに 出雲平 野 東部 に お け る 埋積量 に つ い て 検討 す

る ．出雲平野東部の 埋積は 西流して い た斐伊川が 東 へ 流

れ を 変 えた 時 （1EI35ある い は 1639年 と い わ れ て い る） に

は じま り，それ以降 に 斐伊川に よ る堆砂 で 埋め 立 て が 進

行 して い っ た こ とが 知 られ て い る ．そ の 当時の 湖岸線 は

平 田か ら斐川町直江 の 位置に あっ た （建設省出雲工 事事

務所，1964）．い っ ぽ う出雲平野の ボー
リ ソ グ資料を ま

とめ て み る と ， 平 野 の 東部で は ど こ で も平 均 して厚 さ 8

m の 砂層 が 中海層 の 最上 部を 構成 し，斐伊川 デル タ の 東

へ の 前進 を 示 して い る （大西 ・松 田 ，1985；山 内ほ か ，

1988）．こ れ らの 資料か ら計算す る と，出雲平野東部 に

お け る350年間 の 埋績量 は 25，000x104m3 とな り，年平均

で は 70 × IO4m3とな る ．また 道 上 ほ か （1980）は 斐伊 川 の

流砂量 と砂 防堰堤 の 埋 積量 か ら，斐伊川 河 口 で の 堆砂 量

を 1935年 ま で ex70XIO4m3 ／年 ，土 砂採取規制の 進ん だ 19

75年以wa｝tllxIO ‘
m3 ／年 と推定 して い る ．つ ぎに 17世紀

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か ん な

以降に 中国 山地 で 発達 し た た た ら製鉄法 に よ る 「鉄穴流

し9 に よ る流 出 土 砂 量 に つ い て 検討す る．赤木 （1982）

は 鉄の 生 産量 の 文献学的検討か ら 18，000× le‘mS の マ サ

土 が 採取 さ れ た と推定して い る．また 貞方．（1982）は マ

サ 土 採取後 の 地形変化 の 量か ら 15．000× 10’

mS の 土 砂 が

採取 され た と推定 し て い る ．こ れ ら の 値を年平均 に 換算

す る と40〜 50× 104mSとなる ，すなわ ち ，い くつ か の 方

法 で 推定 した 出 雲平 野 東 部 に お け る 埋 積量 の 間に は 良い

一致がある．な お，宍道湖底 に お け る堆積速度を年間 の

堆 積 量 に 換算す る と 3 × 10‘m3 ／fPとな り，宍道湖底 で は

河 口 域 の 約 工／10の 埋 積量 で あ る こ とが わ か る ．
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ま とめ と今後 の 展 望

　1 ．中海 ・宍道湖 自然史研究会 は 1981年 以 降 ，『中 海 ・

　 宍道湖の お い た ち に な か に 現在 を位置づ け ， 未来は ど

　　うあ る べ きか を さ ぐる』 とい う視点 で 主 に 湖底堆積物

　 の 研究を 行 っ て きた ，本 報 告 は そ の 総 括 で あ る．

　2 ．ボーリン グ資料 を も とに宍 道湖か ら中海 に か け て の

　 完新統中海 層 の 地 下断面 を解析 し，主 とし て 微化石 に

　　よ る地 層 の 対 比 と環 境 の 変化 を 論 じた ．また ，宍道湖

　 と中海の ほ ぼ全域で 音波探査 を 行 い ，湖底下30〜50m

　 に わ た る 良好な 反射記録 を得 ，音響層序 に よ る 第 四 系

　 の 細 分 とそ れ らの 分 布 を 明 らか に し た ．こ れ ら を も と

　 に 作成 され た 完新統中海層 の 基底面高度分布図か ら，

　 縄文海進以前の 古地形 の 復元を行 っ た ．また ，約 2万

　 年前 か ら明 治時代 に 至 る 古地理 の 変遷を 8 葉の 図 と し

　 て 示 した ．こ れ ま で の 古地理復元 と の 大 きな ち が い

　 は ，縄文海進高潮期 に お い て も大社湾か ら美保湾に 連

　 な る 宍道水 道 ば存在 せ ず，古宍道湾 と古中海湾は 狭 い

　 陸橋で 隔て られ て い た こ とで あ る．5
、
000年前 ご ろ に

　 は古宍 道湾 に流 入 して い た 斐伊川 に よ る埋積 が 進み ，

　 古宍 道湖 が誕生 した ．こ れ は 縄文中期 の 小海退 と関連

　　して い るか も しれ な い ，そ の 後 ，弥生 の 小海退 で 弓

　　ケ 浜 砂州が 出現 し ，中海湾 は 潟湖 fヒした ．1，200年 前

．　 に は 海面 が や や 高 くな り，出雲国風土 記 に 描か れ た 飫

　 宇 の 入海 が 出現 し，宍 道湖に も海水 が 流 入 した ．

　 3 ．柱状試料 に は 奈良時代以降 の 環境変遷が 記録 され て

　　い る．宍道湖域 で は 海→淡水→汽水へ の 変化 が 認め ら

　　れ る．淡水 化 の 時期は 西流して 大社湾に 注 い で い た 斐

　　伊川が 東 へ と流 れ を変えた時期 に ほ ぼ
一

致す る ．こ の

　　こ とは 主 に 中国山地に 興 っ た た た ら製鉄 に よ る山地 の

　　荒廃 に よる 土砂の 大最流出が 原因で 起 こ っ た 環境変化

　　で あ る 、そ の 後の 汽水化 は ，江戸時代末期以降 の 佐陀

　　川 の 開 削 や 大橋 川 の 浚渫 に 関連 し て い る と推定 され

　　る．中海で は 風 土 記時代 以 降 ， 海 の 状態 が 続き，弓 ヶ

　　浜半島の 頸部 の 美保 湾と通 じる水道 は 1600年 ご ろ まで

　　断続的に 存在 した ．そ の 後 ，閉鎖 的 環 境が 急速 に 進行

　　し ，1800年代後半 か ら底生 生 物 が 殆 ど生息出来な い 環

　　境とな っ た ．中海南西 部で は 1900年代初め まで は壌水

　　道か ら の 海水流入 の た め に 底層水の 交換 の 良 い 環 境 が

　　あ っ た が 1900年代後半か ら急速 に 閉鎖的環境 へ と変化

　　 した ．こ れ らの 環箋変化 は 人 為 的 に もた ら さ れ た もの

　　で ある ．

　 4 ．こ れまで に 我 々 の グ ル ープ に よ っ て行 わ れ た 両 湖の

　　音波探査に よ る 湖底地形の 解析 と宍 道湖 248地 点 ，中

　　海 27地 点で の 採泥を行 い ，現在 の 湖底環境 を 明 らか に

　し た 結果 の 概略を紹介 した ．湖底の 現況把握 は環境保

全と有効利用 の t め の 最 も基礎的な 資料 で ある ，

5 ．湖底 で の 平均埋 積量 を
21°Pb 法 （過去 200年間の 平均

値），
13
℃ s 法 （1963年 以 降 の 平 均値） お よ び 測深法

　 （1963年 お よび 1987年の測深データ の 比較か らみ た湖

底平原部 で の 平 均値） で 求 め た ．宍道湖 の 湖心 部 で

は ，O．ユgr／cm2fy 程度 で あ る ．中海 で は い ず れ の 方法

に よ っ て も宍道湖の約 1／3の 値 で あ る ，出雲平野東部

　で の 埋 積量は ，過去 350年間の デル タ の 前進 か ら計算

す る と年平均 で70xlO4m3と な る ．ま た ，斐伊 丿［Eの 流

　砂や 砂防堰堤 の 埋 積 か らの 堆砂量 の 計算 や 「鉄穴流

　し」 に よ る流出土砂量の 推定 で もこ れ と大 きく異なら

　な い 値が 報告 さ れて い る ．上 述 の 宍道湖底 に おけ る堆

積速度 を 年間 の 腫積量に 換算す る と 3 × IO‘ m ：

／年 とな

　り，宍道湖底 で は 河 口 域 の 約 1／10の 壥積量 で あ る．

6 ．湖沼の 環境保 全 が 叫ば れ るな か で ，底質や 湖 の 歴 史

　に 係わ る 問題 は と か く見過 ご さ れ が ち で あ る ．し か

　し，湖沼 の 全 体像を 把握す る こ とな し に 湖沼 の 未来を

　語 る こ とは で きな い ．こ の よ うな立場か らの 研究 を 深

　め る と と もに
， 水質浄化 に 直接か か わ る 地 質学 的 な 課

　題 と して ，1）い わ ゆ る ヘ ドロ の 運搬
・
移動

・堆積 の メ

　カ ニ ズ ム ，2）ヤ マ ト シ ジ ミ な どの 有用 生物 を利用 した

　物質収支，3）海水 導 入 に よ る環 箋改善，な どの 研究が

　ある．と くに ，海水 導入 が水質灘化 に 効果 が あ る こ と

　は 経験的に 知 られ て い る が，科学的な検討 が 必要 で あ

　る ．「米 子湾 へ の 海水 の 導入 」 と い う 自然改造案 は 吟

　味に 価す る 提案 で あろ う．こ の実現の た め に も，過去

　に あ っ た 同様 の 自然環箋
一
す な わ ち風 土 記時代の 飫宇

　の 入 海
一を復元 す る こ と は 意義が ある ．

7 ．Globa1　Change （IGBP ）の 国際共同研究 で は 「中世の

　温暖期」 か らA ，D，工600年 頃 を 中心 とす る 「小氷期 」 を

　経て 現在 に 至 る2000年間の 気候変化 （海水面 の 変動）

　が 重要課題 と して 位置づ け られ て い る．中海 ・宍道湖

　の 堆 積層 に は そ の 間 の 記 録 が 良 く保 存 され て い る ．

　1200年前 の 高海面期 は 中世 ま で引続 く も の で あ り，

　A ，D．1600年以降の 宍道湖 の 淡水化 と中海 （米子湾）の

　閉塞化は ，人為的な 影響 が 大きい と考 え られ るが ，そ

　の 背景 と して 小 氷 期 に 示 され る 地球規模 の 変動が 影響

　 し て い る もの と考 え られ る ．中海 ・宍道湖の 研究 は 地

　球温 暖化 の 将来予測 と もか か わ っ て い て 重要 で あ る ．
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　Environmental　Changes 　 of　Lakes 　Nakumi　and 　Shinj［，　Mem ．　Geoi．　Soc．∫apdn ，36，15−34．）

　　中海 ・宍道湖 の 自然史を，8 葉の 古地理図 と し て 示 し た ．完新統堆 積前 に は西 の 大 社 湾 に 注 ぐ古宍

　道川 と東 の 美保湾 に 注 ぐ二 つ の 水 系が 存 在 した ．縄文海進は こ れ らの 二 つ の水 系に そ う て すす み ，古

　宍道湾 と古中海湾 が 形成 さ れ た ．縄文海進高潮期 に は 古宍道湾 の 中央部が 埋 め 立 て られ ，東 の 水域は

　古宍道湖 とな り，や が て 西 の 中海湾へ と排水す る よ うに な り，現 在 の 中海 ・宍道湖 の 原型 が で きあ

　が っ た ．宍道湖 で は AD ．1600年頃 を境と して それ まで の 汽水 環境か ら淡水環境へ と変 わ っ た ．中海 で

　は 環境変化が 複雑 だ が，米 子湾で み る とA ，D ．16GG年頃 ま で は 出雲国風土記 に も示されて い る夜見島の

　南に 美保湾 に 通 じる 水道 が 断続的 に 存在 した が，そ の 後 は 閉鎖的環境 が急速 に 進 ん だ ．こ れ らの 環境

　変化は 中国山地の 人為的な荒廃に よ る土砂 の 大量流出に よ っ て起 こ っ た が ，中世 の 温暖期 を へ て ．

　AD ，1600年頃を 中心 とす る寒冷 期 に い た る 地球規模 の 環境変化 が 背景 とな っ て い る もの と考え ら れ

　る ．！1°Pb，　t3TCsff
代測定 お よ び 過去25年間 の 地 形 変化 か らそ れ ぞれ求 め られ た宍道湖 で の 埋 積 量 は 約

　0．1／gr／em2 程度で あ り，中海で は そ の ユ／3と見積も られ る．
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